
８月 22 日 （土） 
午後 2 時 30 分～ 

静岡労政会館 
5Ｆ視聴覚室 

（JR 静岡駅北口西側 徒歩 7分） 

主催 静岡県労働研究所 

 

 
 
 

 

 

 
 
  
 
 
   
 

 

 

 

 

  

 

  

 

【熊沢誠氏プロフィール】 

 1938 年三重県に生まれる。甲南大学名誉教授。

1961 年京都大学経済学部卒業（1969 年経済学博

士）。研究会「職場の人権」顧問。専攻は労使関係

論、社会政策論。著書に『格差社会ニッポンで働

くということ－雇用と労働のゆくえをみつめて』

（2007 年）、『働きすぎに斃れて－過労死・過労自

殺の語る労働史』（2010 年）、『私の労働研究』（2015

年）など多数。 

◎連絡先：〒422-8062 静岡市駿河区稲川 2-2-1 セキスイハイムビルディング７F（静岡県評内） 
静岡県労働研究所   TEL 054-287-1293    FAX 054-286-7973 

メール：roudouadv@wave.wbs.ne.jp  ホームページ：http://www.geocities.jp/shizuokarouken/ 

働くものと県民のための静岡県労働研究所 

参加費：無料 

当日の企画 

●静岡県労働研究所 第8回定期総会 

  午後 1時～2時 

 

●記念講演 (誰でも参加できます) 

  午後 2時 30 分～4時 50 分 

「労働組合運動とはなにか 

 ～絆のある働き方をもとめて」 

     講師：熊沢 誠 氏 

（甲南大学名誉教授） 

「生きるに必要なさまざまの営為のうち、生存

権を左右するという意味では仕事の安定・不安

定が決定的に重要でしょう。その仕事に関わる

ことのできる唯一の帰属集団＝ソサィエティ

が労働組合なのです。」 
『労働組合運動とはなにか－絆のある働き方を

もとめて』（岩波書店）本文より 


